
  

2022 年度大学入学共通テスト数学ⅠAの問題にチャレンジ！ 

 

2022 年度の大学入学共通テスト数学ⅠＡの平均点は 37.96 点で、2021 年度の平均

点の57.68点から 19.72 点もダウンしました。 

 

2022 年度の出題は、典型的な問題が少なく、目新しい問題が多かったため、戸惑っ

た受験生が多かったと推測されます。また、問題で問われている状況を正確に把握す

る力を要したり、解法が立てにくく高度な思考力を要する設問があったことも、難化した

要因と考えられます。 

 

ここでは、2022年度の大学入学共通テスト数学ⅠＡの問題の中から、第３問「場合の

数と確率」をとりあげてみました。 

第３問は、丁寧な誘導から、最後は誘導なしで解かなければいけない設問へ変化し

ていきます。  

 

キミはどの設問まで解答できるかチャレンジしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 







【正解と正答率を確認しよう】 

各設問の正解は右の表の通りです。 

自己採点してみましょう。 

 

キミはどこまで正解できましたか？ 

正答率は河合塾による答案再現データ 

（高３生・高卒生の自己採点）です。高１ 

生・高２生の皆さんには少々高めのデータ 

になりますのでできていなくてもがっかりす 

ることはありません。 

 

  とりあげた、2022年度共通テスト数学 

ⅠＡ第 3問は、プレゼントの交換の仕方に関する「場合の数と確率」の問題でした。 

 

(1)は 2人および 3人で交換をする場合の確率が問われています。誘導が丁寧で 

考えやすかったようです。 [解答記号ア～コ] 

 

(2)は(1)の結果を利用することに気づけるかが正解に至るポイントです。 

[解答記号サ～タ] 

 

(3)以降は、(2)の考え方を参考にして誘導なしで解かなければならないものでした。 

(3) [解答記号チツ、テト]、(4) [解答記号ナニ、ヌネ] 

 

 (3)以降は国公立大学の二次試験タイプの問題を演習したことがあるかどうかでかな

り差が出る問題です。  

目標得点を何点とするかによって、学習対策も異なってきます。 

  

高１生の方は、まずは基礎力の土台をしっかり固めていきましょう。 

高２生の方は、すでに履修した学習範囲です。問題と自分の学力とのギャップを把

握できたら、どのように対策をしていくかを考えてみましょう。基礎力が不十分だと感

じた場合は、できるだけ早く基礎力を身に付けるようにしましょう。 

 

皆さんの力を試せる、河合塾の「大学入学共通テスト トライアル」は、10月2日（日）

実施です。 

 

問題番号

（配点）
解答記号 正解 配点 正答率

ア 1 1 92.3

イ，ウ １，２ 1 98.2

エ 2 2 80.4

オ，カ １，３ 1 78.3

キク，ケコ ６５，８１ 2 46.8

サ 8 2 60.6

シ 6 2 66.7

スセ 15 1 46.6

ソ，タ ３，８ 2 39.7

チツ，テト １１，３０ 3 11.7

ナニ，ヌネ ４４，５３ 3 2.3

第3問

(20)




